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市の人口と予算�
【人口・世帯】�〈6月1日現在〉�
合�計�＝�152,233人�（＋214）�（　）内は前月比�
男�＝�75,410人�（＋122）�
女�＝�76,823人�（＋ 92）�
世�帯�＝�57,386世帯�（＋127）�
【予算】�〈6月1日現在〉�
一 般 会 計＝344億3,000万円�
特別・企業会計＝390億1,916万2千円�

開業ま�で 日 70つく�ば� 
エク�ス�プ�レ�ス� 

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

　

市
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
自
治
会
の
将
来
像
等

に
つ
い
て
調
査
と
審
議
を
す

る
「
流
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

審
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
こ
の
審
議
会
は
、
教

育
関
係
団
体
を
代
表
す
る
方

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
育
成
な

ど
に
つ
い
て
必
要
な
調
査
や

審
議
を
行
い
ま
す
。
今
回
公

募
す
る
の
は
、
市
民
の
代
表

者
八
人
で
す
。

　

▽ 
応
募
資
格
＝　

歳
以
上

20

の
市
民
で
、
流
山
市
の
他
の

審
議
会
等
の
委
員
に
な
っ
て

い
な
い
方
▽
活
動
内
容
＝
会

議
は
年
２
回
程
度
、
平
日
開

催
予
定
▽
報
酬
＝
交
通
費
を

含
み
日
額
７
２
０
０
円
▽
任

期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間 

（
８
月
下
旬
委
嘱
予
定
）
▽

応
募
方
法
＝
応
募
の
動
機
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
治

会
の
将
来
像
等
に
つ
い
て
の

考
え
を
８
０
０
字
程
度
に
ま

と
め
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
７

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

15
２
７
０
―
０
１
９
２
流
山
市

役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
※
提
出
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
。
採
用
者

は
氏
名
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７

１
５
０
―
６
０
７
６

　

い
ま
、
地
域
社
会
で
は
、
人
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
り
、

一
人
ひ
と
り
が
孤
立
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
子
育
て
や
介
護
の
問
題
な
ど
を
一
人
で
抱
え
込
み
、
深

刻
化
を
招
い
て
い
ま
す
。
地
域
の
環
境
美
化
、
防
犯
、
防
災

な
ど
、
個
人
の
力
で
は
解
決
し
に
く
い
問
題
も
増
え
て
い
ま

す
。
地
域
に
住
む
人
に
共
通
す
る
問
題
や
地
域
の
課
題
を
見

つ
め
直
し
、
こ
れ
を
「
私
た
ち
の
問
題
・
課
題
」
と
し
て
共

有
し
、
知
恵
や
力
を
合
わ
せ
て
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
力
で
防
犯
や
緑
化
を

自
治
会
や
学
校
、
警
察
な
ど
が
協
力

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
審
議
会
委
員
を
公
募

自
治
会
の
将
来
像
な
ど
探
る　

広がるコミュニティ

　

防
犯
や
防
災
は
声
を
掛
け

合
う
こ
と
か
ら
…
。
五
月
二

十
二
日
、
美
田
二
号
公
園
で

防
犯
・
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
美
田

自
治
会
（
松
島
英
雄
会
長
）

が
、
流
山
警
察
署
や
市
、
地

元
消
防
団
、
小
・
中
学
校
な

ど
の
協
力
を
得
て
初
め
て
行

っ
た
も
の
で
す
。
防
犯
や
防

災
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
何
よ
り
心
強
い
味
方
。
自

主
防
犯
組
織
美
田
バ
ス
タ
ー

ズ
倶
楽
部
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
も
行
わ
れ
、
犯
罪
や
災
害

へ
の
備
え
を
再
認
識
し
た
一

日
で
し
た
。

�
　

み
ん
な
の
公
園
を
み
ん
な

の
手
で
…
と
、
五
月
二
十
五

日
、
江
戸
川
台
六
号
公
園
で

地
域
の
方
々
が
共
同
作
業
で

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

江
戸
川
台
東
自
治
会
や
江

戸
川
台
商
店
街
振
興
会
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
流
山
ユ
ー
・
ア
イ
ネ
ッ

ト
、
南
天
の
木
の
皆
さ
ん
な

ど
が
、
公
園
を
ど
の
よ
う
に

き
れ
い
に
し
て
い
く
か
話
し

合
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
下
水
処
理
に

よ
り
発
生
し
た
汚
泥
か
ら
つ
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���������

み
ん
な
の
手
で

み
ん
な
の
手
で

公
園
づ
く
り

公
園
づ
く
り

く
っ
た「
な
の
は
な
レ
ン
ガ
」

を
使
っ
て
、
平
ら
に
な
る
よ

う
に
一
つ
一
つ
丁
寧
に
並
べ

て
公
園
の
入
り
口
を
つ
く
り

ま
し
た
。

　

同
自
治
会
長
の
太
田
実
さ

ん
は
、「
こ
の
公
園
は
、
隣
に

障
害
者
が
働
く
南
天
の
木
の

お
店
「
ポ
ケ
ッ
ト
」
も
あ
り

ま
す
し
、障
害
の
あ
る
人
も
、

な
い
人
も
一
緒
に
な
っ
て
素

敵
な
公
園
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

�
　

流
山
市
花
と
緑
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

て
一
カ
月
半
。
市
内
に
は
公

園
や
緑
地
、
市

民
の
森
な
ど
が

約
三
百
カ
所
、

街
路
樹
が
五
十

六
路
線
二
十
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
り
、
清
掃
や

除
草
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
で

行
う
管
理
に
は

限
界
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
紙
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����������

花
と
緑
の
ボ
ラ
ン

花
と
緑
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
登
録
を

テ
ィ
ア
に
登
録
を

五
月
一
日
号
で
、
地
域
で
よ

り
き
め
細
か
な
管
理
を
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
し
た
。
現
在
、

団
体
登
録
を
含
め
五
十
人
以

上
の
方
々
が
登
録
さ
れ
、
ま

た
、
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま 

す
。

　

三
輪
野
山
近
隣
公
園
で

は
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
が
、

草
を
刈
り
、
落
ち
葉
を
掃
き

集
め
、
花
を
植
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
近
く
の
花
屋
さ
ん

が
苗
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
っ

て
、
市
で
は
、
花
壇
に
水
を

あ
げ
る
た
め
の
手
押
し
ポ
ン

プ
の
井
戸
を
設
置
す
る
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
が

手
を
携
え
て
公
園
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
登
録
さ
れ
た
小
谷
ま

　市民の皆さんと市職員が一緒にレンガ積み

　

五
月
二
十
一
日
、「
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
環

と
し
て
、
南
流
山
駅
の
駅
舎

見
学
会
が
行
わ
れ
、
約
四
千

人
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 

「
ス
ピ
ー
フ
ィ
」
と
の
記
念

撮
影
会
も
行
わ
れ
、
お
子
さ

　

新
駅
の
名
称
な
ど
発
表

　

東
武
鉄
道
株
式
会
社
は
五

月
二
十
五
日
、
東
武
野
田
線

と
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が

交
差
す
る
新
駅
の
名
称
を
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
駅

と
同
じ
「
流
山
お
お
た
か
の

森
」
駅
に
決
定
し
、
開
業
日

も
同
じ
八
月
二
十
四
日
と
な

っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

柏
駅
お
よ
び
運
河
駅
か
ら
の

運
賃
は
百
六
十
円
、
江
戸
川

台
、
初
石
お
よ
び
豊
四
季
駅

か
ら
は
百
四
十
円
と
発
表
し

ま
し
た
。

さ
子
さ
ん
は
、「
草
刈
り
し
な

が
ら
公
園
を
訪
れ
る
皆
さ
ん

に
声
を
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
の
マ
ナ
ー
も
よ
く
、

犬
の
ふ
ん
も
、
ご
み
も
な
い

公
園
に
な
り
ま
し
た
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。市
で
は
、

花
と
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
登
録
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
を
。

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―
６
０
９
２

南
流
山
駅
舎
見
学
会
に
４
０
０
０
人

子
ど
も
に
人
気
の
ス
ピ
ー
フ
ィ

ん
連
れ
の
皆
さ
ん
に
人
気
で

し
た
。
南
流
山
駅
は
、
新
設

さ
れ
る
県
内
五
駅
で
は
唯
一

の
地
下
駅
。
大
型
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
や
、
ゆ
と
り
の
あ

る
出
入
り
口
、改
札
口
な
ど
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
慮
し
、

人
に
や
さ
し
い
駅
と
な
っ
て

い
ま
す
。

東
武
野
田
線
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負
担
割
合
判
定
基
準
が
変
更

負
担
割
合
判
定
基
準
が
変
更

申
請
必
要
な
方
は
忘
れ
ず
に

申
請
必
要
な
方
は
忘
れ
ず
に

介
護
保
険
施
設
入
所
の
方
に

食
事
負
担
額
を
減
額　

　

現
在
、介
護
保
険
施
設（
介

護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型

医
療
施
設
）
に
入
所
中
の
方

の
食
事
負
担
額
（
食
事
負
担

額
は
通
常
一
日
七
百
八
十
円

で
す
）
の
減
額
認
定
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
減

額
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
昨
年
度
に
減
額
認

定
を
受
け
た
方
に
は
、
更
新

手
続
き
の
通
知
を
郵
送
（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
中

の
方
に
は
、
施
設
に
郵
送
）

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
入
所
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
施

設
へ
の
入
所
時
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

▽
減
額
対
象
／
負
担
額

（
日
額
）
＝
①
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
／
５
０
０
円
②

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方 

で
、
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給

者
／
３
０
０
円
▽
申
請
方
法

＝
介
護
保
険
証
を
持
参
の
上
、

高
齢
者
支
援
課
へ
※
申
請
の

あ
っ
た
月
の
一
日
ま
で
し
か

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

高
齢
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
０

「ゆめ育て　人を育てる　共同参画」。６月２３日～２９日は男女共同参画
週間です□問 企画政策課男女共同参画室�７１５０－６０６４　　　　

　

老
人
保
健
法
施
行
令
お
よ

び
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平

成
十
七
年
度
か
ら
老
人
医
療

受
給
者
と
高
齢
受
給
者
の
自

己
負
担
割
合
の
判
定
基
準
が

変
わ
り
ま
し
た（
別
表
参
照
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
受
給
対
象
者

で
、
市
民
税
の
課
税
所
得
が

百
四
十
五
万
円
以
上
で
総
収

入
が
四
百
八
十
四
万
円
未
満

（
同
一
世
帯
に
受
給
対
象
者

が
二
人
以
上
の
場
合
、
合
計

の
総
収
入
が
六
百
二
十
一
万

円
未
満
）
の
方
は
、
申
請
す

老人医療受給者
高 齢 受 給 者

　

声
を
出
し
て
歌
っ
て
、

笑
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
お

元
気
に
…
。

　

流
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
山
口
豈
男
会
長
）
が
、

五
月
に
市
内
の
病
院
や
高

齢
者
施
設
な
ど
五
カ
所
で

「
春
の
風
・
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
流
山
市
音
楽
家
協

会
（
熊
坂
牧
子
会
長
）
の

協
力
を
得
て
行
っ
た
も
の 

で
、
客
席
と
舞
台
が
ひ
と

つ
に
な
っ
た
楽
し
い
ひ
と

と
き
に
笑
顔
の
輪
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。

る
こ
と
に
よ
り
負
担

割
合
が
二
割
か
ら
一

割
に
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

老
人
医
療
受
給
者

に
つ
い
て
は
、
平
成

十
七
年
度
の
市
民
税

の
課
税
所
得
を
基 

に
、
改
正
さ
れ
た
判

定
基
準
に
沿
っ
て
負

担
割
合
を
見
直
し
、

変
更
が
あ
っ
た
方
に

は
七
月
下
旬
に
新
し

い
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
。
八
月
以
降

は
新
し
い
受
給
者
証

を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

流
山
市
国
民
健
康

保
険
高
齢
受
給
者
に

つ
い
て
は
、
受
給
者

証
が
八
月
一
日
に
更
新
と
な

り
ま
す
の
で
、
七
月
下
旬
に

平
成
十
八
年
七
月
末
ま
で
有

効
の
新
し
い
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す
。

　

□問
 

高
齢
者
支
援
課
�
７
１

５
０
│
６
０
８
０
／
国
保
年

金
課
�
７
１
５
０
│
６
０
７

７

高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者
総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合
計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画
をををををををををををををををを
見見見見見見見見見見見見見見見見
直直直直直直直直直直直直直直直直
しししししししししししししししし

高
齢
者
総
合
計
画
を
見
直
し

市
民　

人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

２,０００

　

市
で
は
、
平
成
十
五
年
三

月
に
策
定
し
た
「
高
齢
者
総

合
計
画
」
の
見
直
し
を
行
う

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
健
康

や
生
活
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
や
社
会
参
加
の
状
況
、

さ
ら
に
は
介
護
保
険
に
対
す

る
意
向
に
つ
い
て
把
握
し
、

生
き
が
い
対
策
や
自
立
生
活

支
援
対
策
な
ど
高
齢
者
福
祉

の
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
、

今
後
の
福
祉
施
策
の
計
画
策

定
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の

で
す
。

　

調
査
の
対
象
者
は
、
無
作

為
に
抽
出
し
た
満
六
十
五
歳

以
上
の
市
民
の
方（
二
千
人
）

で
、
き
ょ
う
十
五
日
に
調
査

票
を
郵
送
で
発
送
し
ま
す
。

回
答
期
限
は
、
六
月
二
十
八

日
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
計
画
の

見
直
し
以
外
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
回
答
の
内
容

に
つ
い
て
は
秘
密
厳
守
と
し
、

回
答
者
に
迷
惑
は
か
か
り
ま

せ
ん
の
で
、
調
査
の
対
象
と

な
っ
た
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

社
会
福
祉
課
保
健
福
祉

総
合
対
策
室
�
７
１
５
０
―

６
０
７
９

　いつまでも生きがいを持って

水
と
緑
の
豊
か
さ
未
来
に

答
申
受
け
策
定
へ

　

六
月
二
日
、
流
山
市
環
境

審
議
会
（
田
代
順
孝
会
長
）

か
ら
井
崎
市
長
に
、「
流
山
市

環
境
基
本
計
画
（
案
）」
が
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
年
度
か
ら
平

成
二
十
六
年
度
ま
で
の
総
合

的
な
環
境
施
策
の
指
針
と
な

る
も
の
で
、
市
で
は
今
回
の

答
申
を
受
け
、
早
急
に
計
画

の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
本
市
が

首
都
圏
近
郊
に
あ
り
な
が
ら
、

緑
豊
か
で
水
辺
空
間
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
着
目

し
、「
水
・
緑
・
歴
史
の
豊
か

さ
を
、
み
ん
な
の
力
で
未
来

に
伝
え
る
ま
ち
・
流
山
」
を

望
ま
し
い
環
境
像
と
し
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、

①
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
、

ご
み
の
大
量
廃
棄
、
大
量
リ

サ
イ
ク
ル
か
ら
の
脱
却
に
よ

り
ご
み
の
減
量
を
図
る
②
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
や
路
線

バ
ス
な
ど
の
整
備
に
伴
い
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

を
図
り
、
地
球
温
暖
化
対
策

を
含
め
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

省
資
源
化
を
目
指
す
③
本
市

の
自
然
的
、
社
会
的
条
件
を

活
か
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
を
図
る
た
め
、
温
暖
化

防
止
対
策
地
域
推
進
計
画
を

策
定
し
実
行
す
る
―
な
ど
、

四
十
五
の
個
別
施
策
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
計
画
策
定
後
に

各
個
別
施
策
を
実
行
に
移
す

た
め
の「
環
境
行
動
計
画（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）」
を
、
環

境
審
議
会
を
は
じ
め
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
策
定
し
、

計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
３

　江戸川をきれいにクリーン大作戦

　

こ
の
ほ
ど
、
流
山
市
補
助

金
等
審
議
会
か
ら
、「
流
山
市

補
助
金
制
度
見
直
し
に
つ
い

て
」
の
答
申
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

答
申
で
は
、
現
補
助
金
交

付
の
問
題
点
を
挙
げ
た
上
で
、

今
後
の
補
助
金
の
あ
り
方
と

し
て
、
①
公
募
制
の
導
入
②

原
則
と
し
て
事
業
費
の
２
分

の
１
以
下
と
す
る
③
交
付
期

限
の
設
定
④
情
報
公
開
等
⑤

審
査
・
評
価
基
準
の
作
成
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
答
申
を
受

け
、
具
体
的
な
方
策
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

□問
 

財
政
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
１

補助金等審議会

市補助金制度の
見直しについて答申

石油ストーブなどをごみとして出すときは
　石油ストーブや石油ファンヒーターを燃やさないごみとして集積所に
出すときは、火災事故を防ぐためにも①石油タンクの石油を完全に抜き
取り、ストーブ本体に残っている石油もできる限り抜き取る②乾電池を
使用するタイプのストーブでは、乾電池は取り外して有害ごみとして出
す―を必ず守ってください。

動物によるごみの散乱防止にご協力を！
　台所の生ごみは、水分をしっかり切ってから新聞紙などで包み、袋の
中央に入れ外から見えないようにして出してください。食品の入ってい
た容器も、残った食品を取り除き中を軽くすすいで、外から見えないよ
うに工夫してください。
　また、集積所では風による散乱防止のためにも、ネット等を使用する
ことをお勧めします。

事業系のごみは家庭ごみの集積所には出せません
　事業系一般廃棄物は、直接クリーンセンターに搬入するか、市が許可
した「一般廃棄物収集運搬業者」に委託するなどして処理してください。
　□問 クリーン推進課�７１５７－７４１１

負担割合の判定基準
世帯に受給対象者が２人以上の場合世帯に受給対象者が１人の場合負担割合
世帯に課税所得１４５万円（１２４万円）
以上の受給対象者がいない課税所得１４５万円（１２４万円）未満１割負担にな

る方
世帯に課税所得１４５万円（１２４万円）
以上の受給対象者がいるが、対象
者全員の総収入６２１万円（６３７万円）
未満

課税所得１４５万円（１２４万円）以
上だが、総収入４８４万円（４５０万
円）未満

２割負担から
申請により１
割負担になる
方

世帯に課税所得１４５万円（１２４万円）
以上の受給対象者がいて、かつ対
象者全員の総収入６２１万円（６３７万
円）以上

課税所得１４５万円（１２４万円）以
上かつ総収入４８４万円（４５０万円）
以上

２割負担にな
る方

※表中の（　）内の数字は改正前の金額  
※受給対象者とは、７０歳以上の方（６５歳以上で老人医療の障害認定を受けている方を含む）
で、高齢受給者証または老人医療受給者証をお持ちの方

環　　境
基本計画

選挙人名簿の登録者数
　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
六
月
一
日
現
在
の
選
挙

人
名
簿
の
登
録
者
数
は
、
十
二
万
三
千
七
百
七
十

八
人
（
前
回
比
三
十
九
人
増
）
で
す
。

　

男
女
別
で
は
、
男
性
が
六
万
一
千
二
百
人
、
女

性
が
六
万
二
千
五
百
七
十
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
正
確
な
有
権
者

数
を
把
握
す
る
た
め
、
年
四
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
７
１
５
０
―

６
１
０
０
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★
リ
サ
イ
ク
ル
手
芸
講
座

　

▽
日
時
＝
７
月
４
日
�　
１３

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ
サ
イ

１６

ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽

対
象
／
定
員
＝
市
民
／　

人
１５

（
多
数
抽
選
）
▽
内
容
＝
古

い
布
を
使
っ
て
、
洗
え
る
布

草
履
を
作
る
▽
参
加
費
＝
無

料（
材
料
費
自
己
負
担
）▽
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
６
月　

日
２３

（
必
着
）ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
４
流
山
市
下
花
輪
１

９
１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
子
育
て
マ
マ
の
セ
ミ
ナ

ー
「
あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し

ょ
」（
全
３
回
）

　

▽
日
時
＝
７
月
５
日
・　
１２

日
・　

日
の
火
曜　

時
〜　

１９

１０

１１

時　

分
▽
場
所
＝
初
石
公
民

３０
館
▽
対
象
／
定
員
＝
０
歳
児

と
そ
の
親
／　

組
（
多
数
抽

１５

選
）
▽
講
師
＝
小
路
和
子
さ

ん
（
助
産
師
）
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ

に
講
座
名
、
親
子
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、子
ど
も
の
月

齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
日

頃
気
に
な
る
こ
と
を
明
記 

し
、
６
月　

日
（
必
着
）
ま

２４

で
に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６

流
山
市
加
１
―　

―
２
文
化

１６

会
館
へ
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
申
し

込
み
も
可
）

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２
／
　�
 

７
１
５
８

―
３
４
４
２

　

★
子
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス
ク

ラ
ブ

　

▽
日
時
＝
７
月
９
日
�　
１３

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文
化
会

１５

館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
小

学
生
／　

人
（
先
着
順
）
▽

１５

内
容
＝
線
香
花
火
を
つ
く
ろ

う
▽
講
師
＝
山
川
幸
子
さ
ん

（
東
京
理
科
大
学
サ
イ
エ
ン

ス
夢
工
房
講
師
）
▽
参
加
費

＝
２
０
０
円
（
材
料
費
）
▽

申
し
込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
（
講
座
名
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
学
校
名
、
学

年
、
電
話
番
号
を
明
記
）
で

文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２
／
　�
 

７
１
５
８

―
３
４
４
２

　

千
葉
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�　

１０

２３

１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
千
葉
商

１２

科
大
学
（
市
川
市
）、
日
本
大

学
・
実
籾
校
舎
（
習
志
野
市
）

ほ
か
▽
受
験
資
格
＝
医
療
・

分
〜　

時　

分
の
う
ち
、
１

１８

３０

日
３
〜
５
時
間
▽
時
間
給
＝

８
０
０
円

　

□問
 

西
初
石
子
ど
も
ル
ー
ム

�
７
１
５
３
―
５
１
０
０

（　

時
〜　

時
）

１４

１８

　

③
ひ
よ
ど
り
学
童
ク
ラ
ブ 

（
長
崎
）

　

▽
勤
務
内
容
＝
長
崎
小
１

〜
３
年
生
の
放
課
後
保
育
▽

勤
務
期
間
／
時
間
＝
７
月　
２０

日
〜
８
月　

日
／
８
時
〜　

３１

１８

時　

分
の
う
ち
、
１
日
５
時

３０
間
程
度
▽
時
間
給
＝
７
６
０

円
　

□問
 

ひ
よ
ど
り
学
童
ク
ラ
ブ

�
７
１
４
５
―
４
４
１
４

（　

時　

分
〜　

時　

分
）

１３

３０

１８

３０

　

★
都
市
計
画
審
議
会

　

▽
日
時
＝
６
月　

日
�　

２４

１４

時
〜
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
▽
内
容
＝
生
産
緑
地
と
新

市
街
地
地
区
都
市
計
画
道
路

の
変
更
に
つ
い
て

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
７

　

★
再
生
家
具
の
販
売

　

粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ
れ

た
家
具
な
ど
を
修
理
再
生 

し
、
安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

▽
申
込
期
間
＝
６
月　

日
１５

�
〜　

日
�
９
時
〜　

時
▽

２９

１７

申
込
資
格
＝
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
▽
申
し
込
み

＝
申
込
期
間
中
に
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
に
展

示
さ
れ
る
家
具
の
う
ち
、
希

望
す
る
品
物
を
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
直
接
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課
へ
（
多
数
抽
選
、
結

果
は
当
選
者
の
み
通
知
）
※

品
物
は
現
金
と
引
き
換
え
、

運
搬
は
各
自
で

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
「
廃
食
油
を
利
用
し
た

石
け
ん
作
り
」
の
公
開

　

流
山
市
石
け
ん
利
用
推
進

協
議
会
に
よ
る
、
廃
食
油
を

利
用
し
た
石
け
ん
作
り
を
公

開
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
６
月　

日
�　

２０

１１

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ
サ
イ

１２

ク
ル
プ
ラ
ザ
▽
入
場
料
＝
無

料
※
学
校
や
自
治
会
等
を
対

象
に
、
石
け
ん
作
り
の
出
前

出
張
も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―
６
３
１
２

　

理
科
で
遊
ぼ
う
「
シ
ャ
ボ

ン
玉
、
空
気
砲
つ
く
り
」（
流

山
市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協

議
会
東
部
地
区
主
催
）

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�
９

１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
げ
ん
き

１２

村
キ
ャ
ン
プ
場
※
雨
天
時
は

前
ケ
崎
自
治
会
館
▽
対
象
／

定
員
＝
八
木
南
・
東
・
向
小

金
・
長
崎
小
学
校
区
内
の
小

学
生
／　

人
（
先
着
順
）
▽

３０

参
加
費
＝
１
０
０
円
▽
申
し

込
み
＝
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
小
学
校
名
、
学

年
を
明
記
し
、
６
月　

日
３０

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０

―
０
１
９
２
流
山
市
役
所
生

涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

　

第
７
回
東
�
飾
文
化
祭　
in

県
民
プ
ラ
ザ

　

「
広
め
よ
う
文
化
の
交
流

と
発
展
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

東
�
飾
地
域
各
市
町
村
の
各

種
文
化
団
体
に
よ
る
発
表
等

を
行
い
ま
す
。

　

▽
日
程
＝
６
月　

日
�
〜

１５

　

日
�
９
時
〜　

時
▽
場
所

２６

２１

＝
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ
（
柏
市
）
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

　

□問
 

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ

ラ
ザ
事
業
課
�
７
１
４
０
―

８
６
１
５

　

県
立
養
護
学
校
流
山
高
等

学
園
「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス

タ
」

　

▽
日
時
＝
７
月
１
日
�　
１１

時
〜　

時
▽
場
所
＝
柏
駅
東

１５

口
・
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
２
階
入

り
口
（
柏
市
）
▽
内
容
＝
同

学
園
の
生
徒
が
製
作
し
た
縫

製
品
、
染
め
織
物
、
陶
磁
器

な
ど
の
販
売

　

□問
 

県
立
養
護
学
校
流
山
高

等
学
園
�
７
１
４
８
―
０
２

０
０

〈
敬
称
略
〉

　
【
社
会
福
祉
基
金
へ
】

　

▽
京
和
ガ
ス
�
＝　

万
１

２３

４
５
２
円
▽
流
山
名
陶
会
＝

　

万
円
▽
流
山
新
潟
県
人
会

１０＝
６
４
６
８
円
▽
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
劇
団
「
り
と
る
ね
ば
ー

ら
ん
ど
」
＝
６
２
２
９
円
▽

�
成
�
典
（
木
）
＝
３
万
２

０
０
０
円

　
【
ふ
る
さ
と
緑
の
基
金
へ
】

　

▽
流
山
愛
草
会　

関
口
晋

太
郎
＝
１
万
円

　
【
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
停

車
場
設
置
工
事
用
と
し
て
】

　

▽
東
武
バ
ス
イ
ー
ス
ト
�

＝
１
０
０
万
円

保
健
・
福
祉
分
野
の
有
資
格

者
で
、
一
定
期
間
以
上
の
実

務
経
験
が
あ
る
方
▽
申
込
書

の
配
布
場
所
＝
市
高
齢
者
支

援
課
、
流
山
市
社
会
福
祉
協

議
会
ほ
か
▽
受
付
期
間
＝
７

月
１
日
〜　

日
※
申
込
方
法

３０

な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
　

□問
 

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議

会
�
０
４
３
―
２
０
４
―
１

６
１
０

　

学
童
保
育
所
の
指
導
員
募

集
　

①
あ
ず
ま
学
童
ク
ラ
ブ

（
名
都
借
）

　

▽
勤
務
内
容
＝
東
小
１
〜

３
年
生
の
放
課
後
保
育
▽
資

格
＝
満　

歳
以
上
の
方
（
性

２０

別
、
公
的
資
格
等
は
不
問
。

学
生
可
）
▽
勤
務
日
＝
土
曜

を
含
む
週
３
日
程
度
ま
た
は

夏
休
み
期
間
中
▽
時
間
給
＝

８
２
０
円
〜

　

□問
 

あ
ず
ま
学
童
ク
ラ
ブ
�

７
１
４
６
―
８
５
５
８

　

②
西
初
石
子
ど
も
ル
ー
ム

（
西
初
石
）

　

▽
勤
務
内
容
＝
西
初
石
小

１
〜
４
年
生
の
放
課
後
保
育

▽
勤
務
期
間
／
時
間
＝
７
月

　

日
〜
８
月　

日
／
７
時　

２５

３１

３０

講
座
・
講
演

そ
の
他

　流山市歌謡演芸連合会（生オケ、カラオケ）＝文化会館な

どで年５回の発表会、個人・団体を問わず募集□問 土井�７１５８

－００９２

　中高年からのエアロビクス＝毎週木曜１３時３０分～１４時３０分

（第４週は１０時３０分～１１時３０分）、シルバー人材センター□問 小

関�７１５２－８１２０

　サークルＯ・Ｄ（社交ダンス）＝毎週木曜１８時～２１時、文

化会館□問 猪越�０９０－８４９６－５８３０

　洋裁サークル（洋裁、和服リフォーム）＝第１・２・４木曜

１０時～１２時、初石公民館□問 猪内�７１５５－１０１０

　風花（枯れないフラワーアレンジメント）＝第１月曜１０時

～１２時、北部公民館□問 小野�７１４０－５５６５

イ ベ ン ト

★印のあるものは市主催のものです 

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

　献血にご協力を　

　▽日時＝６月１８日�１０時～１６時▽場所＝イトーヨ
ーカドー流山店▽献血のできる方＝１６歳～６９歳の
健康な方（６５歳以上の方は、６０歳から６４歳までに
献血経験がある方）※１９８０～１９９６年に１日以上、ま
たは１９９７～２００４年に６カ月以上英国に滞在された方
はできません
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

第２０６回サロンコンサート 
�♪相馬民謡同好会の皆さんをお迎えして�♪
　▽日時＝６月２４日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギ
ャラリー▽テーマ＝姉妹都市交流コンサート～野馬追い
と民謡の里、相馬から～▽曲目＝新相馬節、相馬流れ山、
相馬盆唄ほか▽出演＝杉本榮一（唄）、伏見とみ子（唄）、
陶正彦（尺八）、矢馳まさ子（三味線）
　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月
を要することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１７年３月・４月）

測定数値　保証数値法・条例に
よる規制値項　　　目

１以下４月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

２以下４月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下４月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下４月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００５以下４月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.００００７８以下３月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

施
策
会
議　
傍聴可

善　
　

意

資
格
・
求
人

　盆栽技術講習会（流山市文化協会盆栽部主催）＝６月２６日

�１３時３０分～１６時、文化会館。参加費無料□問 藤川�７１５８

－１４７１

サークル

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９２,７８５台４７,３７１台４５,４１４台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１７年４月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目
１７３５２１０時　間①騒音　
１（０）７（０）６（０）４（０）日②ＮＯ２　　
無無無無有　無③ＳＰＭ　

流流流流流流流流流流山山山山山山山山山山でででででででででで流山でドドドドドドドドドドララララララララララママママママママママドラマ撮撮撮撮撮撮撮撮撮撮影影影影影影影影影影撮影　　　　　　
２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４日日日日日日日日日日にににににににににに　　　　　２４日にテテテテテテテテテテレレレレレレレレレレビビビビビビビビビビ放放放放放放放放放放送送送送送送送送送送テレビ放送

　６月２４日、午後９時からフジテレビで放送される金曜
エンタテイメント「名司会者・寿鶴子殺人スピーチ」
に流山の子どもたちが出演します。
　３月１３日に、江戸川台幼稚園や東洋学園大学などで撮
影が行われ、同幼稚園の園児たちがエキストラ出演し
た番組です。
　□問 商工課�７１５０－６０８５

公民館パソコン講座
　①ワード初級講座（全３回）
　▽期日＝７月４日�・５日�・６日�▽時間＝１０時～１２
時▽場所＝文化会館▽対象／定員＝文字入力できる方
／１８人（多数抽選）▽参加費＝１,０００円（テキスト代等）
　②パソコン入門講座（全３回）
　▽期日＝７月２８日�・２９日�・３０日�▽時間＝１０時～
１２時▽場所＝文化会館▽対象／定員＝パソコン初心者
／１８人（多数抽選）▽参加費＝１,０００円（テキスト代等）
　【申し込み】往復ハガキに住所、氏名、年齢、電話
番号、希望講座名（重複申し込み不可）、返信用に宛名
を明記し、６月２２日（必着）までに〒２７０－０１７６流山市
加１－１６－２文化会館パソコン係へ
　□問 文化会館�７１５８－３４６２
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の

プ
ー
ル
が
、
七
月
一
日
か
ら

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

同
施
設
に
は
、
開
閉
式
の

屋
根
が
あ
る
二
十
五
メ
ー
ト

ル
プ
ー
ル
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
が
楽
し
め
る
徒
渉
プ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。

　

▽
開
場
期
間
＝
７
月
１
日

�
〜
８
月　

日
�
（
月
曜
を

３１

除
く
）
▽
時
間
（
総
入
れ
替

え
制
）
＝
①　

時
〜　

時　

１０

１１

３０

分
②　

時　

分
〜　

時
③　

１２

３０

１４

１４

時　

分
〜　

時
④　

時　

分

３０

１６

１６

３０

〜　

時
⑤　

時
〜　

時　

分

１８

１９

２０

３０

※
火
・
金
曜
の
⑤
は
ウ
オ
ー

タ
ー
ビ
ク
ス
講
習
会
▽
利
用

料
金
＝
１
０
０
円
（
中
学
生

以
下　

円
）
▽
持
ち
物
＝
水

５０

着
、
水
泳
帽
子

　

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
（
保
護
者
も
水 

着
、
水
泳
帽
子
を
着
用
）

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

�
７
１
５
５
―
５
５
６
１

す
。
水
の
浮
力
で
膝
や
腰
に

も
負
担
が
か
か
ら
ず
、
泳
げ

な
い
方
で
も
十
分
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

運
動
不
足
が
気
に
な
る
方 

は
、
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

▽
日
程
＝
①
Ａ
コ
ー
ス
…

７
月
５
日
〜
８
月　

日
の
毎

３０

週
火
曜
（
全
９
回
）
②
Ｂ
コ

ー
ス
…
７
月
１
日
〜
８
月　
２６

日
の
毎
週
金
曜
（
全
９
回
）

※
Ａ
・
Ｂ
い
ず
れ
か
１
コ
ー

ス
を
選
択
（
期
間
中
の
途
中

参
加
も
可
）
▽
時
間
＝　

時
１９

〜　

時
▽
場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ

２０
テ
ィ
プ
ラ
ザ
プ
ー
ル
▽
対
象

＝　

歳
〜　

歳
代
の
男
女
▽

１８

５０

参
加
費
＝
無
料
（
プ
ー
ル
入

場
料
１
０
０
円
は
自
己
負

担
）
▽
持
ち
物
＝
水
着
、
水

泳
帽
子
▽
申
し
込
み
＝
開
催

日
（　

時　

分
〜　

時
）
に

１８

４５

１９

直
接
会
場
へ

　

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―
１
２
１
２

　

「
第
五
十
三
回
流
山
市
小

学
校
陸
上
競
技
大
会
」
が
、

五
月
二
十
六
日
、
市
総
合
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

熱
戦
の
陸
上
競
技
大
会

熱
戦
の
陸
上
競
技
大
会 

江
戸
川
台
小
が
２
連
覇

江
戸
川
台
小
が
２
連
覇　

　手づくり音楽祭をご一緒に

　

市
民
プ
ー
ル
（
流
山
・
北

部
・
東
部
）
が
、
七
月
二
日

　　　　　　

出
演
者
を
募
集

出
演
者
を
募
集 

音
楽
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん

音
楽
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

市
民
プ
ー
ル
に
は
、
二
十

五
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
と
幼
児

用
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

▽
開
場
日
／
時
間
＝
別
表

参
照
▽
利
用
料
金
＝
１
０
０

円
（
中
学
生
以
下　

円
）

５０

　

※　

歳
以
下
は
保
護
者
同

１０

伴（
保
護
者
も
水
着
を
着
用
）

　

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―
１
２
１
２
／
流
山

市
民
プ
ー
ル
�
７
１
５
８
―

５
２
７
６
／
北
部
市
民
プ
ー

ル
�
７
１
５
５
―
３
８
６
４

／
東
部
市
民
プ
ー
ル
�
７
１

４
３
―
５
５
７
７

　

水
中
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

行
う
「
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス

講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス
は
、

消
費
カ
ロ
リ
ー
が
大
き
く
肥

満
解
消
な
ど
に
効
果
的
で 

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

竹
藪
の
中
の
一
亭
竹
の
秋 

向　

小　

金 

関
口　

條
山

薫
風
に
お
く
れ
毛
遊
ぶ
少
女
か
な 

美　
　
　

原 

林
田　

ゆ
う

ぶ
ら
ん
こ
と
歌
え
ば
風
が
笑
ひ
け
り 

西　

初　

石 

石
戸
谷
貞
夫

釣
人
の
肩
に
帽
子
に
蝶
遊
ぶ 

南　

流　

山 

鈴
木　

禮
子

幼
子
の
ど
ろ
ん
こ
遊
び
春
の
園 

東　

深　

井 

三
輪　

和
子

【
評
】
一
句
目　

日
本
画
の
条
幅
の
よ
う
な
句
柄
で
あ
る
。
竹
は
春
に
落
葉
す
る
。

竹
林
の
中
の
一
亭
と
は
賢
人
の
住
む
中
国
の
往
時
の
世
界
だ
。
古
風
な
雰
囲
気
を
湛

え
る
古
典
世
界
で
も
あ
る
。
二
句
目　

こ
ち
ら
は
一
転
し
て
メ
ル
ヘ
ン
に
転
換
す
る
。

後
れ
毛
と
は
懐
か
し
い
言
葉
で
も
あ
り
、
初
々
し
い
言
葉
で
も
あ
る
。
風
薫
る
が
恵

み
の
措
辞
。
三
句
目　

こ
の
句
も
ま
た
擬
人
の
世
界
か
ら
抜
き
出
た
よ
う
な
絵
。
歌

に
風
が
唱
和
す
る
と
い
う
童
話
世
界
。
今
、
人
々
の
忘
れ
か
け
た
明
る
い
広
が
り
を

覚
え
る
。
四
句
目　

読
ん
で
す
ぐ
俳
句
が
脳
裏
に
描
か
れ
る
絵
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

こ
の
句
も
そ
の
一
つ
。
蝶
が
釣
人
に
ま
と
わ
り
つ
き
つ
つ
、
無
限
の
夢
の
世
界
へ
と

誘
う
の
で
あ
る
。
五
句
目　

ど
ろ
ん
こ
遊
び
、
子
供
の
最
も
自
然
の
姿
で
あ
る
。
句

の
姿
が
佳
き
か
な
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

朝
焼
け
を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
て
深
呼
吸
別
荘
気
分
の
ベ
ラ
ン
ダ
明
る
む

富
士
見
台　

池
上　

幹
康

皺
だ
ら
け
の
迷
路
と
孫
に
言
わ
れ
い
て
の
ぞ
く
鏡
に
幸
の
字
浮
か
ぶ

前　

ケ　

崎　

池
田　

き
み

リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
手
し
き
り
に
熱
く
な
り
若
き
エ
ネ
ル
ギ
ー 
貰 
え
る
ご
と
し

も
ら

宮　
　
　

園　

佐
藤　

好
子

【
評
】
池
上
氏　

レ
ン
ズ
に
描
出
さ
れ
た
朝
焼
け
の
美
し
さ
、
澄
明
に
明
け
ゆ
く
東
の
空

の
は
て
の
絵
画
的
な
構
図
に
、
味
が
あ
り
〈
別
荘
気
分
の
ベ
ラ
ン
ダ
〉
に
心
も
ち
の
弾
ん

だ
息
吹
が
う
か
が
わ
れ
る
。
池
田
氏　

祖
母
の
顔
の
皺
を
注
意
深
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
孫
の

鋭
い 
揶  
揄 
に
、
鏡
を
か
い
ま
み
る
事
の
多
く
な
る
日
々
の
、
印
象
鮮
明
な
味
わ
い
の
面
白

や 

ゆ

さ
で
あ
る
、
結
句
〈
幸
の
字
〉
に
き
ざ
ま
れ
た
皺
の
実
感
が
い
い
。
佐
藤
氏　

自
ら
リ
ハ

ビ
リ
へ
の
場
面
を
的
確
に
つ
か
み
な
が
ら
の
、
一
途
な
日
常
が
浮
か
び
あ
が
る
。
素
朴
な

が
ら
苦
悩
と
、
努
力
を
超
え
た
見
立
て
の
〈
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰
う
〉
に
生
き
続
け
る
力
へ

の
説
得
が
あ
る
。

短歌

小
林
稔　

選　

（
流
山
市
前
平
井　

―
７
）

８８

　

歌　

声

こ
う
の
す
台　

斎
藤
婦
美
子　

軽
や
か
な
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
の
っ
て

美
し
い
混
声
合
唱
の
歌
声
が

高
く　

低
く　

窓
外
に
流
れ
て
ゆ
く

と
ま
ど
い
が
ち
に
楽
譜
に
向
き
合
い

た
め
ら
い
な
が
ら
大
き
く
声
を
出
し
て

メ
ロ
デ
ィ
に
の
っ
た

曲
目
は
シ
ュ
ベ
リ
ウ
ス
の
フ
ィ
ラ
ン
デ
イ
ア

忘
れ
か
け
て
い
た
情
熱
と

わ
き
あ
が
る　

感
動
は

歌
声
と
な
っ
て　

緑
の
風
の
中
へ

と
け
込
ん
で　

流
れ
て
ゆ
く

詩

【評】　想いを楽器に語らせるのとは違って、歌声には
人を敬虔にするものがある。楽譜に視線を向けては宙に
すえる、男性と女性の一人ひとりが見せる表情の襞に魅
せられ、聴き入る私たちの心を、理想とでもいうべき精
神の高みに引き連れるが、声は室内を満たし風にそよぐ
木々の葉陰に消えてゆく。自然と人の命の営みが、新鮮
な感動を呼び起こしてくれる。
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夏
は
プ
ー
ル
で
ひ
と
泳
ぎ　　　 

ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス
講
習
会
も
開
催

ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス
講
習
会
も
開
催

ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス

ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス

講
習
会

講
習
会　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

７
月
１
日
か
ら

７
月
１
日
か
ら

　

七
月
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
プ
ー
ル
や
市
民

プ
ー
ル
（
流
山
、
北
部
、
東
部
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ま
た
、
ウ
オ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス
講
習
会
も
開
催
し
ま
す
。

市
民
プ
ー
ル

市
民
プ
ー
ル（（
３
カ
所

３
カ
所
））

７
月
２
日
か
ら

７
月
２
日
か
ら

　

な
お
、
出
演
者
は
全
員
、

実
行
委
員
と
し
て
舞
台
の
準

備
や
ポ
ス
タ
ー
作
り
、
進
行

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ（
舞
台
照
明
や
音
響
、

舞
台
助
手
、
ビ
デ
オ
撮
影
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
）
の

仲
間
も
募
集
し
ま
す
。
手
づ

く
り
の
音
楽
祭
を
、
一
緒
に

企
画
・
運
営
し
ま
せ
ん
か
。

　

▽
期
日
＝
平
成　

年
３
月

１８

５
日
�
▽
場
所
＝
文
化
会
館

▽
出
演
者
対
象
＝
若
者
（
そ

う
思
っ
て
い
る
方
）
で
、
準

備
か
ら
参
加
で
き
る
方
▽
第

１
回
打
ち
合
わ
せ
＝
７
月　
２４

日
�　

時
〜
／
文
化
会
館
▽

１０

申
し
込
み
＝
文
化
会
館
お
よ

び
各
公
民
館
、
南
流
山
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
、
グ

ル
ー
プ
名
、代
表
者
の
氏
名
、

電
話
番
号
な
ど
を
明
記
し
、

７
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１５

〒
２
７
０
―
０
１
７
６
流
山

市
加
１
―　

―
２
文
化
会
館

１６

へ
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２
／
　�
 

７
１
５
８

―
３
４
４
２

　

個
人
、
グ
ル
ー
プ
で
音
楽

の
練
習
を
し
て
い
る
が
、
発

表
や
活
動
の
場
が
な
い
―
。　

　

公
民
館
で
は
、
そ
ん
な
若

者（
…
と
思
っ
て
い
る
方
も
）

を
対
象
に
、
手
づ
く
り
の
音

楽
祭
「
流
山
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

ジ
ャ
ズ
や
ロ
ッ
ク
、
ダ
ン

ス
に
太
鼓
な
ど
、
音
楽
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

＝
写
真
。

　

雨
で
一
日
順
延
と
な
っ
た

同
大
会
で
し
た
が
、
各
校
の

代
表
選
手
た
ち
は
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
維
持
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
競
技
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

男
女
総
合
優
勝
は
江
戸
川

台
小
学
校
。
前
年
度
に
引
き

続
き
、
大
会
二
連
覇
を
達
成

し
ま
し
た
。
主
な
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

【
男
女
総
合
】

　

▽
優
勝
＝
江
戸
川
台
小
▽

準
優
勝
＝
東
小
▽
３
位
＝
南

流
山
小

　

【
最
優
秀
選
手
】

　

▽
梨
本
真
輝
（
流
山
小
６

年
）、
時
枝
ゆ
り
子
（
向
小
金

小
６
年
）　　
　

〈
敬
称
略
〉

　

「
第
五
十
三
回
流
山
市
中

学
校
陸
上
競
技
大
会
」
を
、

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

柏
の
葉
公
園
総
合
競
技
場

を
舞
台
に
、
中
学
生
が
力
と

技
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
６
月　

日
�
※

２３

小
雨
決
行
▽
時
間
＝
９
時　
３０

分
（
開
会
式
）
〜
▽
場
所
＝

柏
の
葉
公
園
総
合
競
技
場

（
柏
市
）
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

ヤン
グミュージック

フェスティバル�

夏休みは家族で相馬ユートピア！夏休みは家族で相馬ユートピア！
　海水浴、霊山でのトレッキングなど、相馬ユートピアに
泊まってリフレッシュしませんか。※予約は相馬ユートピ
ア（�０２４４－３５－６６６６）へ
　□問 コミュニティ課�７１５０－６０７６

  市民プール開場時間

７/２�～７/３�
７/９�～７/１０�
７/１６�～７/１８	
７/２１�～８/３１�
９/３�～９/４�

７/４�～７/２０�
（ただし土・日曜、
祝日は４回）
９/１�～９/２�

開場日

開場回数

１０：００～１１：３０１２：３０～１４：００１回目
１２：３０～１４：００１４：３０～１６：００２回目
１４：３０～１６：００３回目
１６：３０～１８：００４回目

中
学
校
陸

中
学
校
陸
上
競
技
大
会

上
競
技
大
会

日
、
柏
の
葉
公
園
で

　

日
、
柏
の
葉
公
園
で

２３２３

　予約状況   　（６月９日現在）
３１日３０日２９日２８日２７日２６日２５日２４日２３日

７月
××○○○○○○×

９日８日７日６日５日４日３日２日１日

８月
○○△△△○○○○

 
１５日１４日１３日１２日１１日１０日

△△×△○○

　○…空き室あり　△…若干空き室あり　×…満室

仙仙台台七七夕夕ままつつりりツツアアーー
―　バスで行く相馬ユートピア　―

日　　程　平成１７年８月７日�～８日�
　　　　　文化会館（７：００）―東部公民館（７：２０）―南流山

センター（７：４０）―江戸川台駅西口千葉銀行前
（８：００）―常磐道―いわき・ら・ら・ミュウ（昼食）
―国宝白水阿弥陀堂（見学）―相馬ユートピア泊

　　　　　相馬ユートピア―青葉城跡（見学）―仙台七夕ま
つり（見学・自由昼食）―東北道―常磐道―流山
市内

定　　員　３０人（最少催行人員）
※３人以上のご家族・グループの場合は１室ご利
用になれます（申し込み状況により変更の場合
あり）。２人１室をご希望の方は相談を

申込締切　７月５日�※定員になり次第締め切り
企　　画　�流山相馬ふるさと振興公社
後　　援　流山市
主　　催　京王観光（国土交通大臣登録一般旅行業第１０号）
申し込み　電話で京王観光松戸セールスセンター
　　　　　（�０４７－３６６－１５１１）へ
問い合わせ　コミュニティ課�７１５０－６０７６

●料金（税込み、１泊３食）
２０,１００円大　人市　

外

１８,６００円６０歳以上市　

民 １８,３００円中学生以下
１９,１００円６０歳未満
１７,８００円中学生以下

相馬特選
おみやげ付き

夕食時ビール１本または
ジュース２本付き

特典２特典１

２日目

１日目
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